
一年間の集大成を響かせる

白鷹町少年少女合唱団「定期演奏会」

　３月３日、町少年少女合唱団が主催する定期演奏会
が町文化交流センターあゆーむで開かれました。
　平成 29年度も、町芸術祭や県少年少女合唱祭に出
演するなど、町内外問わずさまざまな場で活動してき
た団員 25人。今年も女性コーラスさくらを特別出演
に迎え、トーンチャイム演奏と合唱で一年間の集大成
を披露しました。アンコールも含め、最後まで優しく
元気な歌声を会場いっぱいに響かせた合唱団。馬場眞
結子さん（鮎貝小５年）が「音楽を通して心も体も成
長していきたい。これからも私たち合唱団をよろしく
お願いします」とあいさつすると、客席から大きな拍
手が送られました。 歌にかわいらしい振りもつけながら来場者を楽しませた

森や自然とのふれあいを大切に――

炭焼き体験会を開催

２月３日、町と県木炭文化協議会の共催による炭焼き
体験会が白鷹ふるさと森林公園の炭焼き窯で行われま
した。
　この体験会は、昔に比べ里山や森林に親しむ機会が
減少しており、森林環境に対する意識が低下している
現状を背景に、森や自然とふれあうことを目的として
行われているもの。この日は町内外から
集まった参加者約 20人が、飾り炭作
りや白炭窯からの炭出しを体験し、炭
の製造過程と利用方法、森林整備の
必要性についてを学びました。

　長井市の花ショップ「ポピー」（齋藤憲幸代表）の
ご厚意により、さくらの保育園とひがしね保育園の園
児たちがフラワーアレンジメント体験を行いました。
　２月９日には、ひがしね保育園の年長児 21人が参
加。園児たちは色とりどりの花の中から好きな花を選
ぶと、それらを自分の好きなように生けて思い思いの
作品を作り上げました。満足げな表情の園児たちに、
齋藤さんは「楽しんでもらえてうれしい。みんな上手
にできたので、ちゃんと水をあげて大切にしてくださ
い」と笑顔で呼び掛けました。

園児たちがフラワーアレンジメントを体験

見事な作品に感性キラリ！

県民みんなで支える

森づくりシンボルマーク 1,000度近くまで熱せられた白炭窯から炭を掻き出す参加者

１_真剣な表情で花を生ける

園児。一人ひとりの感性が

光った　２_花の名前を覚え

ながら好きなものを選んだ
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